
第 5次岸和田市障害者計画の基本的な考え方（案） 資料 ２ 
 

■岸和田市障害者計画について 

 岸和田市障害者計画は、障害者基本法に基づき、障害者のための施策に関する基本的な事項に

ついて定めるもので、本市における障害者関連個別計画の最上位計画として位置づけられます。 

 第５次岸和田市障害者計画は令和３（2021）年度から令和８（2026）までの６年間を計画期間

とし、関係法令の施行や制度改正等の社会経済情勢の変化やニーズの変化が生じた場合は、必要

に応じて見直しを行います。 

 

◆計画の期間◆ 

平成30年度 令和元年度   ２年度   ３年度    ４年度    ５年度  ６年度    ７年度   ８年度     ９年度   

          
 

 

            

           

 

 

 

 

■基本理念・施策体系 

 第５次障害者計画では、令和 2年度までの第４次障害者計画における基本理念および施策体系を

継承し、取り組んでいきます。 

 

【基本理念】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

だれもが尊厳を持ち 自立を支えあい ともに生きる社会 

共生社会の理念 自立支援の理念 

第５期障害福祉計画・ 

第１期障害児福祉計画 

第７期障害福祉計画・ 

第３期障害児福祉計画 

第４次障害者計画 



基本目標 施策の方向

１　障害に対する理解の促進

２　障害のある人の尊厳の保持

３　安心・安全対策の推進

４　情報提供・コミュニケーション支援の充実

１　早期発見・早期療育の推進

２　年齢や障害特性に応じた保育・教育の充実

３　休日や放課後活動の充実

４　生活支援の充実

１　保健・医療の充実

２　こころの健康づくり

１　就労支援の充実

２　社会参加・余暇活動の促進

１　地域包括ケアの構築に向けた支えあいのしくみづくり

２　福祉サービスの充実

３　人にやさしいまちづくりの推進

Ⅰ　ともに生き、支えあう
地域社会を実現する

Ⅱ　子どもの生きる力を育み伸ばす

Ⅲ　こころと体の健康を育み、
命を大切にする

Ⅳ　生きがいを持ち、
活力のある生活を送る

Ⅴ　いつまでも住み慣れたまちで暮らせる
地域生活基盤をつくる

【施策体系】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■重点課題 

 アンケート調査等及び第４次岸和田市障害者計画の取り組み状況・課題等を踏まえて、今後６年

間で特に重点的に取り組む課題を次の通りとします。 

〇安心で快適な地域生活を送るための支援の強化 

 障害のある人が、地域社会の一員として地域生活を送るためには、それぞれの障害特性に合った

グループホーム等、地域生活の基盤となる住まい・暮らしの場の整備・充実が必要です。また、関

係機関が連携し、様々な機会をとらえて、地域生活のイメージを分かりやすく示しながら、今後の

希望を適切に把握した上で、地域での自立した生活を推進・支援していく体制の充実が必要です。 

あわせて、地域生活を送る上での社会的障壁の除去・改善に向けて、障害や障害のある人について

の理解を深める機会や、交流の場の創出が必要です。 

〇就労支援・就労定着の促進 

 障害者の自立と社会参加に向けて、就労の継続を支援していくには、就労先でのサポートと併せ

て、生活面でも支援体制が必要です。また、就労定着支援について民間企業での理解が広がり、職

場での合理的配慮につながる社会環境の醸成が必要です。 

〇障害特性やライフステージに応じた支援の強化 

 保健・医療・福祉等の関係機関の連携が必要な高次脳機能障害や発達障害のある人、医療的ケア

が必要な障害児や医療依存度の高い重症心身障害児者、難病患者などへの支援体制の充実と、福祉

サービスの向上が必要です。また、当事者や家族にとって身近な場所での、ライフステージに応じ

た継続的で切れ目のない相談支援体制の整備が必要です。 


